
津市長コラムテレビ版市長コラムでは、前葉市長がこのテーマについて語ります

津市長　前葉　泰幸

Mayor’s Column

市民発の津南防災
コミュニティセンター
市民発の津南防災
コミュニティセンター

Vol.89 (2019.10.1)

津市長活動日記「市長活動日記」は津市ホームページでご覧になれます

　第64回全国公立学校施設整備期
　成会定期総会(東京都) …5月13日

　全国公立学校施設整備期成会の会
長としての任期を終え、新たに常任評
議員に就任。引き続き、小中学校校
舎の大規模改修への補助金獲得に向
けて、現場の声を国に届けます。

　全国後期高齢者医療広域連合協議会広域
　連合長会議(都市センターホテル)…6月12日
　全国後期高齢者医療広域連合協議
会の副会長に就任しました。各県の
全市町村が加盟する広域連合が連携
し合って、75歳以上の高齢者医療保
険制度の安定的な運営に努めます。

　「鳥獣被害対策の包括的連携に関
　する協定」調印式…6月13日

　〝みさと つながりでかねてより交
流のある島根県邑智郡美郷町と全国
初となる自治体間の獣害対策の協定
を締結。先進市町としてのノウハウを
共有し、課題解決に取り組みます。

　津市が新しい斎場を整備する構想を打ち出した
のは平成20年のことです。建設候補地は稼働中の
斎場北側の隣接地とされ、周辺環境の整備は地元
自治会と協議をしながら進めていくことになりま
した。古い斎場については、廃止後、その敷地を
活用して避難所としても利用できるコミュニティ
施設を設置する方針が決定しました。
　平成27年、新斎場「いつくしみの杜」が開設さ
れ旧斎場の解体工事が始まると、跡地に計画され
たコミュニティ施設の規模や機能についての検討
が本格化します。「(仮称)半田防災コミュニティ
センター創設推進委員会」が設立され、地域の住
民の方々に委員としてご参加いただくことになり
ました。
　第１回会合において、津市は地元からの要望に
基づき防災の機能も加味したコミュニティセン
ターの建設を提案しました。しかし、東日本大震
災後、全国的に災害への備えを見直す動きが広ま
る中で、市民の防災に対する意識はより高いもの
となっていました。「南が丘単独の施設としてで
はなく、修成・育生・藤水地区の住民２万3,000
人の避難に対応できるような、大きな視点から整
備する施設とすべき」という意見が出されたので

す。その後も会合を重ねるたびに「たとえ地元の
要望を受けてつくられる施設であっても地域外の
住民の役に立つ機能を備えるべき」という大所高
所からの議論が展開されていきました。
　こうした住民の声に応え、津市は当初計画の変
更を議会に諮ります。旧斎場の敷地2,384㎡に加
え隣接地1,442㎡を購入して49台分の駐車スペ－
スを確保。避難者をさらに西の久居方面へ移送す
る大型バス等の転回が可能な敷地に拡張するとと
もに、施設の名称も半田から「津南防災コミュニ
ティセンター」と変更し、広域利用にふさわしい
防災拠点かつ中継施設として整備することにした
のです。
　総事業費４億3,600万円をかけ今年７月にオー
プンした「津南防災コミュニティセンター」は、
約200名の避難者の受け入れが可能な、これまで
にないタイプの施設となりました。
　天井高４mの大ホールは防災に関する大規模な
講習会や災害時に使用する高さ３mのエアーテン
トの設営訓練にも対応できます。軽スポーツ対応
の床板は、硬すぎない材質が避難者の体に優しく
冬季の冷え込みを和らげる効果があります。防災
倉庫は避難物資や備品を出し入れしやすい屋外か
らも屋内からも開閉可能な仕様となっており、車
止めの無い駐車場は災害時に大型車両の運行拠点
となるよう配慮されたものです。
　災害に強い津市をつくっていこうという住民の
思いが込められたこの施設。身近で便利なだけで
はなく、災害時にはしっかりと住民の安全を確保
し頼れる場所となるように運営してまいります。
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